
  

 

２０２１ Ｓ－ＦＪ 日本一決定戦 
２０２１年１２月１１・１２日 鈴鹿サーキット 天候:晴れ  参加４８台 

テキスト:はた☆なおゆき 

シーズンエンドを伝える恒例イベント、「スーパーFJ 日本一決定戦」が鈴鹿サーキットで、12 月
11 日（土）〜12 日（日）に「鈴鹿クラブマンレース Final Round」と併せて開催された。FJ1600
の時代から数えること 24 回目となる今大会には、48 台がエントリー！ ファイナルに用意され
たグリッドは 50 だから、全員が残れる格好ながら、近年にない盛況ぶりを呈することとなった。 
名物でもあったジャパンスカラシップシステムによる「JSS スカラシップ」は、2020 年を持って
終了したが、その一方で優勝賞金は 100 万円に倍増、２位も 50 万円、３位も 25 万円となり、
10 位までに賞金が授与される。その他にも SATO-SS 賞として、レディース賞やジャンプアップ
賞、ジェントルマン賞が、さらにファイナルをスタートした車両のメンテナンスガレージに対し、
１台当たり 2 万円を支援する JSS ファイナルスタート賞も新たに設定されている。 
さて、48 名の精鋭の中で、大本命と目されているのが岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレ



ージ）で、2 年連続で鈴鹿シリーズ、全国転戦の「スーパーFJ ジャパン・チャレンジ」を制した
ばかりか、奇しくも 3 戦のみ成立した岡山シリーズも合わせて三冠を獲得。ところが、日本一決
定戦は今大会で 5 回目の出場なのだが、まだ一度も勝ったことはない。果たして鬼門をくぐり抜
けられるか、大いに注目されるところだ。 
 
《予選》 
今大会も予選、第１レグ、ファイナルの順で競われ、第１レグまでは A グループと B グループに
分けられた。土曜日の午前に行われた予選は、例年であれば凍てつくような寒さの中での走行と
なり、エンジンは回るのだが、タイヤになかなか熱が入らず、最後の最後にベストタイム更新と
なりがちだった。また、早朝に行われることもあって、時間の経過で温度が上がる B グループが
有利な傾向にもあった。ところが、今年は天気に恵まれ、むしろ暖かいと思えたほど。そのため、
セッション半ばにベストタイムを記録していたドライバーも少なくなかった。 
A グループでターゲットタイムとされた 2 分 14 秒台に、岡本選手より早く入れてきたのが鈴鹿
シリーズ３位の上野大鉄選手（SACCESS RACING ES）で、しかも計測２周目に。そこから先は
トップを何度も入れ替え合った岡本選手と上野選手ながら、最後のアタックで岡本選手が 2 分
14 秒 170 をマークし、上野選手が 2 分 14 秒 339 で続くこととなった。3 番手は 2 分 15 秒 046
で鈴鹿シリーズ６位の居附明利選手（SAccess Racing ES）で、4 番手は 2 分 15 秒 971 で鈴鹿
シリーズ５位の森山冬星選手（DIXCEL☆ROYAL/MYST）が獲得。 
続いて行われた B グループでは、温度が上昇したのか 2 分 14 秒台に乗せたのは、鈴鹿シリーズ
２位の佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.制動屋.佐藤歯科）のみ。ラストアタックで 2 分 14 秒 798 を
マークした。これに続いたのが、スーパーFJ ジャパン・チャレンジ２位の高口大将選手（FTK・
レヴレーシングガレージ）で 2 分 15 秒 078。3 番手はスーパー耐久を主戦場に、鈴鹿でスポッ
ト参戦していた八巻渉選手が２分 15 秒 245 で、4 番手は２分 15 秒 245 を記した鈴鹿シリーズ
８位の高木悠帆選手（MYST KK-SII）。 
さて、ここまでお気づきだろうが、上位陣はいずれも鈴鹿シリーズ勢で占められ、それ以外のド
ライバーの最上位は、A グループはスーパーFJ ジャパン・チャレンジのみ参戦していた渡会太一
選手（オートバックス ドラゴコルセ）、B グループはもてぎ・菅生シリーズチャンピオンの佐藤
樹選手（群馬トヨペット Team RiNoA ED）の、それぞれ 7 番手。これは理由が明確で、レース
ウィークの練習機会が金曜日の 30 分間２枠しかなかったことも影響していたと言えよう。 
 
予選 A グループトップ：岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 
「3 秒入れたかったんですけど、最後に 130R で引っかかっちゃって出なかったですね。でも、
クルマも悪くないし、この日本一に向けて改善したところも、しっかり数字に出ていてちょっと
良かったです。今年こそ、最後まで遠慮なく行かせてもらいます！」 
 



予選 A グループ２位；上野大哲選手（SACCESS RACING ES） 
「最後にクリア取れたので、攻めていったんですけど、シケインで減速しすぎたのか、失敗しち
ゃって。ただ、セッティングも決まっていますし、最初のうち温度も高そうでどうかな、と思っ
ていたんですけど、なんとかカバーできたので良かったです」 
 
予選 B グループトップ：佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.制動屋.佐藤歯科） 
「若干日差しも強くなりましたし、さっき 4 秒１が出ていましたが、走っていて『そんな行く気
配ないな』と思っていたんですけど、予想以上に伸びなかったですね。展開にもよるんですけど、
スタートで飛び出して、そのままトップでゴールできたらと思っています」 
 
予選 B グループ２位：高口大将選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 
「ポール狙いたかったんですけど、今年の最初の頃を考えたら、だいぶ差は詰まってきていると
思います。これが夕方で気温も下がったら、バトルも多いレースになるのでは。いつもスタート
を課題にしているので、うまく決められればチャンスはあるかなと思っています」 
 
 

 



 

 
 
《第１レグ・A グループ》 
第１レグは、土曜日の午後に６周で競われた。A グループでは、フロントローに並んだ岡本選手、
上野選手が揃って好発進。早々に後続を引き離し、激しくトップを争い合う。東コースでは上野
選手を引き離す岡本選手だったが、130R からシケインで迫られる展開が続いていた。４周目か
ら５周目のペースは上野選手の方が上回り、あわやの光景も見られたものの、辛くも岡本選手が
逃げ切りに成功する。 
その後方では、常に森山選手が単独走行で３位のままフィニッシュ。４位はスタートで三島優輝
選手（Rn-Sports 制動屋 KKSII）の先行を許した居附選手だったが、２周目にポジションを奪い
返していた。６位は伊藤慎之典選手（テイクファースト＆チャリ走 10V）が獲得。 
 
第１レグ A グループ１位：岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 
「クラッシュしたらもったいないので、限界を超えないよう、その中でプッシュして走っていて、
最後はさすがにヤバかったから予選のつもりで飛ばして。スリップ入られたら本当に厳しいので、
東コースで差をつけないと！ ここまではいつもいいんですよね（苦笑）」 



 
第１レグ A グループ２位：上野大哲選手（SACCESS RACING ES） 
「前半はセッティング、きつかったんですけど、後半に入るにつれて良くなってきたので、結果
オーライという感じになりました。ファステストは出せたし、速さは示せたと思います」 
 
第１レグ A グループ３位：森山冬星選手（DIXCEL☆ROYAL/MYST） 
「予選のタイムより、前のクルマについていけるかなっていう感覚はあったんですが、今日はこ
ういう展開で終わっちゃいました。明日のためにセッティングとかいろいろ考えます」 
 
《第１レグ・B グループ》 
B グループでは佐藤巧望選手が無難にスタートを決めたのに対し、高口選手は完全に失敗。予選
4 番手から高木選手が 2 番手に浮上し、八巻選手、高口選手の順で続く。１周目を終えると、早
くも佐藤巧望選手と高木選手は単独走行になり、それぞれ後続との差を広げ続けていったのに対
し、3 番手争いは熾烈。しかし、３周目の 130R で八巻選手をかわした高口選手は、勢いそのま
まにファステストラップも記録して、終盤には高木選手にも迫っていく。 
ラスト２周には高木選手の背後につけた高口選手は、最終ラップのヘアピンで逆転。再逆転をス
プーン進入で狙った高木選手だったが、抜き返すまでには至らなかった。 
その間もまったく危なげのない走りを見せた佐藤巧望選手は２位に 6 秒差の圧勝。しかし、ゴー
ルタイムでは A グループの岡本選手が優ったため、B グループはイン側のグリッドに並ぶことに
なった。 
２位はコンマ 1 秒差で高木選手を振り切った高口選手で、４位は八巻選手。予選 7 番手からふた
つ順位を上げ、佐藤樹選手が５位。スポット参戦のオートポリスで優勝経験を持つ、大木一輝選
手（M2 KK-SII）もやはり予選よりふたつ順位を上げて６位となった。 
 
第１レグ B グループ１位：佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.制動屋.佐藤歯科） 
「スタートは少しミスっていて、もしかしたら行かれるかなと思ったんですが、１コーナーはギ
リギリ守れたんで良かったです。差は広げられましたが、A グループの方が全体的に速かったの
で、改善の余地はあるかなと思っています。次はスタートでトップ立てるよう頑張ります」 
 
第１レグ B グループ２位：高口大将選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 
「毎回課題なんです、スタートは。自分のペースも良くて、しっかり追い上げて自作自演になっ
ちゃいましたけど、戻ってこられて良かった。まだまだチャンスあるかなと思っています」 
 
第１レグ B グループ３位：高木悠帆選手（MYST KK-SII） 
「なんか息つき症状というか、途中からおかしくなって、ペース悪くなっちゃったって感じでし



た。しっかり改善して、明日に向けて頑張ります」 
 

 
 

 
 



《ファイナルレース》 
ファイナルは 10 周での争いで、日曜日の
レーススケジュール最後に行われる。す
なわち、それは 2021 年のレースシーン締
めくくりともなる。２台がリタイアとな
ったため、臨んだのは 46 台となってしま
ったが、それだけの台数が一堂に会する
様子は、やはり壮観であった。途中、日差
しが陰ったタイミングもあったが、スー
パーFJ のファイナルが行われる頃には、
上空に青空が戻っていた。 
絶妙のスタートを切って、ポールシッターの岡本選手が早々に逃げの構えに入ったのに対し、佐
藤巧望選手はやや出遅れてしまい、ピタリと上野選手につかれてしまったばかりか、スプーンで
3 番手に後退。その後方には今度はスタートを無難に決めた高口選手、そして高木選手、森山選
手が続いていた。 
1 周目を終えると岡本選手のリードは 1 秒６。今年これまでのレース展開を振り返れば、もはや
セーフティマージンにも等しく、そのまま逃げ続けるものと誰もが思ったに違いない。しかし、
2 周目から上野選手がファステストラップの連発で、徐々に近づいてきたではないか！ 
４周目にはついに差は 1 秒を切るまでとなり、６周目の１コーナーでは上野選手が前に出かける
も、岡本選手は巧みにクロスをかけて逆転を許さず。 

一方、佐藤巧望選手と高口選手による 3
番手争いも激しく、緊張感に満ちた状
態が続く中、やがて八巻選手、居附選手、
森山選手の接近も許すことに。 
そして９周目に入って、レースは一気
に動く。１コーナーで上野選手が並び、
岡本選手は再びクロスをかける。が、同
じ轍は踏まじとばかりに上野選手は、
しっかりガードを固めて S 字で完全に
前に出ることに成功！ さらに高口選

手も 3 番手に躍り出る。そして、シケインでは佐藤巧望選手、八巻選手、居附選手が並んで飛び
込むも、接触が！ 八巻選手が前に出て、これに佐藤巧望選手が続いた一方で、姿勢を乱した居
附選手が順位を落とす……。 
最後は岡本選手を振り切った上野選手が、2021 年のスーパーFJ 日本一の座に輝き、２位は又し
ても勝てずの岡本選手。そして高口選手が表彰台の一角に食い込み、４位は八巻選手。以下、佐



藤巧望選手、森山選手、高木選手の順でフィニッシュ。８位は大木選手で、９位は佐藤樹選手。
鈴鹿をホームとするドライバーで上位が占められる中、もてぎ・菅生チャンピオンとしての意地
を最低限見せることとなった。10 位は三島選手で、８周目にファステストラップを記録してい
た居附選手は、無念の 11 位に終わっていた。 
ファイナルでは一度もセーフティカーが出なかったばかりか、ペナルティすら皆無。リタイアも
わずか５台と、非常にクリーンなバトルが繰り広げられていた。なお、SATO-SS 賞のジャンプ
アップ賞は最後尾から 30 位にまで上げていた池内比悠選手（アルビ MAKE WINER GIA ED）が、
ジェントルマン賞は 22 位でゴールの吉田宣弘選手（EXTREME☆MYST☆KKSII☆GY）が今大会
も獲得。そして 20 年にわたる参加に対し、太田浩選手（ミスト・セキグチ・制動屋）には特別
賞が授与された。 
 

 
 
ファイナル優勝：上野大哲選手（SACCESS RACING ES） 
「大地がクリーンなバトルをしてくれたので、
僕も安心して抜きに行きました。楽しいレース
でした。去年から全然勝てなくて、この大きな舞
台で勝つことができて、本当に嬉しい！ それ
しかないです。来シーズンのシートはまだ決ま
っていないので、これで F4 のシートを決められ
たら、と思っています」 
 



ファイナル２位：岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 
「スタートは決まって、このまま逃げ切れるか
と思ったんですが、路面が昨日と変わっていて、
ダスティで。それに合わせて運転はしていたん
ですけど、どうしても西コースに入ると全然戦
えなくて。前に出られても、スリップで絶対着
いていけると思っていたんですが、実際にはし
んどかったです。めっちゃ悔しいですけど、
100%出し切って負けたので、まだ速くなれる何
かがあるんだろうって FJ には。悔しいですけど、スポーツ走行早く走りたいです（苦笑）」 
 
ファイナル３位：高口大将選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 
「前の２台がすごくペース良くて、着いていけな
かったんですけど、どうやったら３位に上がれる
か、っていうのをずっとやっていたので、それが
うまくいって良かったです。でも、悔しいです。
自分がやれることは全部やったのに、それでも前
にふたりいるのは、まだまだ改善の余地があると
いうことなので、これからオフシーズン、ゆっく
り考えます。ジャパン・チャレンジを追ったこと、
それと岡本選手がチームメイトという、すごくいい環境で１年間やれて、自分のドライビングス
キルもセッティング能力も、とても勉強になりました」 
 
 

 
 

 



 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 
 
 
 


